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   A case of primary adenocarcinoma of the male urethra with high CAl25 level is reported. A 
66-year-old man was admitted to our hospital with dysuria and perineal discomfort. The urethro-
cystogram revealed an irregular urethral margin in the bulbo-membranous urethra. Computer-
tomographic (CT) scan and transrectal ultrasonography revealed an irregular mass between the 
urethra and rectum. Cytologic examination of the urine was negative for malignancy. Endoscopy 
revealed an irregular bulbo-membranous urethra with a small papillary lesion. Transurethral biopsy 
was performed and histological diagnosis was adenocarcinoma. The patient rejected surgical 
treatment and radiotherapy was performed. However, the disease progressed and the patient died 
from liver metastasis six months later. 
   We considered that  CAI25 was valuable as a tumor maker in this patient. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1407-1410,1992) 


















異 常 は 認 め られ なか った.
検 査 成 績:一 般 検 血,生 化 学 検査 で は ク レアチ ニ ソ
1.4mg/dlおよび 尿 酸10.Img/dlと高 値 を 示 した 以






下)と 特 に 異 常 は認 め られ なか った.検 尿所 見 で は 顕
微 鏡 的 血 尿 が 認 め られ尿 細 胞 診 はclassIIであ った ・
直 腸 指 診 で 触知 した腫 瘤 の経 直 腸的 針生 検 の病 理 組
織 検 査 で 腺 癌 と診 断 され た た め 入 院 とな った.
UCGで は 球 部 尿 道 に 狭 窄 所 見 が認 め ら れ る ほ か
に,球 部 か ら膜 様 部 に か け て尿 道 は や や延 長 し後 方 よ
り軽 度に 圧 排 され 一 部 に 辺 縁 不 整 な 部 位 が 認 め ら れ
た.注 腸 造 影 で は 直 腸前 壁 に粘 膜 隆 起 が 認 め られ た.
外 部 か ら の圧 迫 と考 え られ た が 他 に異 常 は認 め られ な
か った.直 腸 鏡 で 同 部 の 粘膜 は 浮 腫 状変 化が 著 明で 腫
瘍 の浸 潤 が 疑 わ れ た.上 部 消 化 管 造影 で は特 に異 常 は
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認められなかった.CT所 見ではUCGの 所見に一
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